
総務費

250億円
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民生費

1160億円
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H21
歳出総額
2169億円

H22
歳出総額
2178億円

特別区税

670億円

特別区税

720億円

特別区交付金

590億円

特別区交付金

590億円

繰入金 70億円

繰入金 100億円繰越金 70億円

繰越金 150億円

国庫支出金

370億円

国庫支出金

320億円
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分担金・負担金

交通安全交付金

地方特例交付金

自動車税交付金

消費税交付金

株式割交付金*

配当割交付金

利子割交付金

地方譲余税

特別区交付金

特別区税

H21
歳入総額
2311億円H22

歳入総額
2207億円

特別区税

670億円

特別区税

720億円

特別区交付金

590億円

特別区交付金

590億円

国庫支出金

370億円

国庫支出金

320億円
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地方債
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国庫支出金

諸収入

寄付金

財産収入

使用料・手数料

分担金・負担金

交通安全交付金

地方特例交付金

自動車税交付金

消費税交付金

株式割交付金*

配当割交付金

利子割交付金

地方譲余税

特別区交付金

特別区税

H21
純歳入総額
2056億円

H22
純歳入総額
2061億円

平成22年度大田区決算。 歳入歳出差引額が29億円の黒字。 

黒字でいいね！ となりそうですが、そうではありません。 

 

実質単年度収支 148億円の大幅赤字に陥っています。 

 

今回は 自治体の決算をわかりやすく読み解いてまいります。 

 

大田区議会議員  岡高志 レポート 

 上記の通り、平成22年度決算は実質的には117億円もの赤字。平成24年2月のOTAシティ・マネジメント

レポートでも、実質単年度収支が148億円の赤字（23年10月に議会で認定した決算を普通会計に読み替えて
計算したもの。私の計算はあくまで簡易なものであり数字が異なります！）と発表されています。とても
わかりにくい制度です。 

 議会で決算を議論する際は「赤字」の認識をもちにくいのです。「財政基金」という別のさいふから取
り崩していると表現するだけで、貯金がまだあるとして危機感が薄れてしまいます。 

 企業経営であれば営業赤字として、経営者（区長）の責任を問うべき場面です。 

① 
② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

繰入金・繰越金は、別のさいふ・昨
年の余りからの資金移動にすぎない。 

削除したものを「純歳入」とする 

  ① ⇒ ③  （簡易的です） 

「純歳入」から歳出を引く。 

H22    ③－⑤ ＝ 117億円 赤字 

H21    ④－⑥  =  113億円 赤字 

「表面上の収支」は、 

H22    ①－⑤ ＝ 29億円 黒字 

H21    ②－⑥ = 142億円 黒字 



＜発行＞  2012年2月20日 
大田区議会議員 岡 高志 事務所 
〒145-0061 大田区石川町2-16-8-302 

TEL 03-6315-6209 

岡高志 プロフィール 
１９７６年（昭和５１年）３月大阪府生まれ。  

Ｏ型うお座。東京大学法学部卒業。  

信託銀行と投資会社に１２年間勤務。行政書士。  

宅建主任者。 証券アナリスト。  妻・娘３人の

５人家族。 結婚以来、妻の実家が近い石川町に
在住。 民主党大学東京 副局長。 

2011年より大田区議会議員  

保健福祉委員会、交通問題特別調査委員会 所属 

Column 
歳出について  H22年度とH21年度で総額はあま
り変化ありません。 

 「総務費」、「民生費」合計が前年比50億円増加。 

 それ以外で50億円ほど抑制。目先の負担のために、
将来への投資を抑制した結果です。 

 「総務費」の120億円の大幅な減少は自民党政権
時代の定額給付金。 

 「民生費」の増加には民主党政権による子ども手
当80億円が含まれます。 

 「民生費」の増加には生活保護費の30億円増加も
含まれます（280億円→310億円）。 

 「総務費」に多い人件費は450億円で横ばい。 

 

福祉関連である「民生費」、公務員の人件費。こう
した費用について、聖域なく抑制に向けて取り組ま
なければなりません。 

 

政改革 財 

大田区では 2月23日から3月27日まで第1回定例会が開催されます。 

 

今回は、平成24年度予算についての審議が中心となります。 

 

岡  高志は 3月16日に民主党会派を代表して、予算特別委員会にて総括質疑

の機会をいただいております。 総括質疑とは、予算全般について区長、お
よび、教育長の見解を質しながら区政運営方針を問うものです。 

 

是非、傍聴にお越しくださいませ。 

その様子は、自分のホームページなどでも後日ご案内させていただきます。 

 

◆編集後記◆ 

 前回、社会保障をテーマにしましたが、今
回も区の決算を読み解く中で、やはり社会保
障を財政的に向き合っていかなければならな
いと再認識しました。 

これからを考える新しい政治家は財政改革へ
の厳しい心構えが必要です。一方で、これか
らへ向けた意義のある政策も提言してまいり
ます。 

 これからも温かく支えてくださいませ。 

                岡 高志 

E-mail oka@okatakashi.net 
URL http://okatakashi.net 
Twitter ＠okatakashi_oota  YouTube okatakashi チャンネル  

表紙で大田区財政が赤字の現状を簡単に解説しま
した。赤字の状態を続けていけば、財政は破綻し
私たち区民の負担が重くなります。  

 ですから、赤字の状態を是正する財政改革に取
組みます。 

 

 「特別区税」が前年比50億円減少したことが赤

字の要因。昨今の経済状況では増税でもない限り
税収増は期待できません。 

 「国庫支出金」が50億円の増収ですが、生活保

護費の増加により、国負担分も合わせて増加して
います。区も4分の1負担が必要です。 

身近な自然「洗足池」の四季折々を楽しむ自然教室を主宰しています。 

自然観察指導員東京連絡会（ NACOT）の指導員の協力をいただいています。 

今回は冬です。  暖かい服装でご参加ください。  

洗足池自然観察会 冬   

議会  第1回定例会スタート 区 

3月4日（日） 
 11:00 - 12:00 
洗足池図書館前集合（南千束2-2-10） 

【会費】300円（保険料・資料代） 
 

参加ご希望の方は、 

事前に岡高志事務所までメール、電話 

にてご連絡ください。  

★ご意見お寄せください！       （自由記入欄） 
このレポートに限らず区政についてのご意見を下記連絡先までお寄せ下さい。 

   

  

 

  

 


